
第４回オープンスクエア（平成 21 年 10 月 31 日） 

１班（７人） 42 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

V 

自治会の活動範囲
や、その動きの深
さは地区でかなり
違うのですか。ま
たそれをもたらし
ているものは何で
すか。 

人が入れ替わら
ない。（マンネリ）

つい、長年やって
下さる方にお任
せしておけば安
心だ。 

理解と協力、忍耐
が大切。 

自治会によって活動の質に差

がある。（リーダー等の質） 

組織 

地域活動に仕事が
あると参加できな
い。（土、日が休め
ない。 

人材 

未加入者や参加しない方へ

の対応 

地域で映画会を企
画したところ、市の
高齢介護課からは
市内全域を対象に
しないと市の「名義
後援」はできないと
言われた。 

出られないとき
は出なくてよい。
縛らない。 

リーダーシップが
活性化には大切 

若い世代の取り
込みが足らない
のでは。閉鎖的 

活動の中心が古
くから住んでい
る人中心。 

組織の工夫のあり方 

役員会のあり方 

個人情報をたてに
かかわらない。（自
治会役員を含む） 

その地域では活動できないが、自
分の得意なことを生かしての活
動を行って参加している。 

生活スタイル 
世代によっての地
域活動への関わり
方を認め合う。 

入っている、入って
ないということで
サービスが違うこ
とがある 

地域住民全体を
対象とした地域
活動とは？ 
健常者も障害者
も高齢者も 

関わるきっかけ
がわからない。 

世代間交流が
少ない 

ボランティアと
して自由に参加
しやすい形で行
う。 

自治会は重要であ
る。 

担っている業務
が多すぎる。 
（一人の方への
負担が大きい） 

自治会へ参加しな
い人でも自治会の
恩恵を受けている
筈。自治会へ加入し
ないにしても応分
の負担を求めるこ
とも必要なのでは。

道普請に年寄りしか出
てこない。年寄りは手を
動かさず口を動かす。
「こんなことは役所に
やらせればいい。」とい
う声すら出る。 

自治会ありきではない
のでは。 

行事の日程が重
なってしまうこ
ともある。団体間
の連携。 

行政の考え方。（自治会
に対する） 

自治会に他団体
の役員を取り込
むと調整ができ
る。 

自治活動に入るき
っかけがない 

自治会未加入者や
参加しない方への
対応 

自治会の必要性が
わかっていないの
では。特に若い世
代。 

近隣との付き合い
を好まない。マイホ
ーム型の世帯が目
立ち非常の場合の
対応が心配。 

ふれあいを持ちた
くない（関わりたく
ない）。 

自分のこととして
考えて参加する。 

PR（活動の周知） その他 

自治基本条例での扱い方が大切 

PR が充分でない。 

どんな組織になっ
ているか知らない。
・ 自治会 
・ 子ども会 
・ 婦人会 

自治会の活動内容
を会員にも（会員外
にも）もっとオープ
ンにする。 

自治会 役員・その他 

２極化―やる人 

    －無関心な人 

自治会、自治体とい
う言葉はいつから
使われているのか。

自治会は自治基本
条例の中でどうい
う位置づけになる
のか。 

地域行事に消極的。
役員任せの人が多
い。 

問題意識を持ちな
がら、 
目立ちたくない 
   
 
目立つと役が回っ
てくる。 

【地域】を代表す
る者(組織)が自
治会だけでいい
のか。もっとみん
なで担ったら。 

組長会議に出て
みると、いつも同
じ人が役員を続
けていてマンネ
リ化している。 



第４回オープンスクエア（平成２１年１０月３１日） 

２班（7 人）  ４４件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事への参加が 

少ない 

意識 

ＰＴＡ 
役員がすぐ変わる 
→伝える事が 
 できない 

けんか別れする場合も 

年寄りがガンコ 

ゴミ、防災などに 
人が来ない 
→面白い事には 
来るが 

活動が定型的に 

なった時 
情報が末端に 
伝わらない 
ＰＴＡ－自治会 
伝わらない 

子供会に参加者が 
ないと行事が 
進まない 
→クラブ活動に 
 とられています 

支援を出せる人を 

かこいこんで 

しまっている 

活動する中で 
どの部分を 
担う人が 
足りないのか 

子供だけでできる 
子供会 
→子供が主体で 

 できる 

下校見守りする 
そんな事しなくても 
良い社会に 
しなくてはいけない 

自然な事から 
あいさつ運動が 
はじまる 
→あいさつは 
 結果である 

普段の活動が 

コミュニティ形成 

になれば 

若い世代を 
生かすには 
→世代間の 
 伝え合い 

支援者←→支援の受け手 

要求する側から 

力を出す方への 

意識転換 

全員役員のような 

組織は長続きする 

まず自分たちの 

町であるとの 

意識が必要 

自治会が 
何をやっているか 
みんな分かって 
いない 
→どうすれば 
 良いか 

健康づくり 

参加者が少ない 
→１本づりしない 
といけない 

→お金を出しても 
 買える 

みんなで 

やっているという 

意識を 

子供から死の 
直前まで力を 
出せるはずなのに 
囲い込んで 

しまっている 

同じ事を 
別の組織が 
やっている 
→一緒にやれば 
 良い 

社会貢献の 

意識を育てる 

教育を 

ちょいボラ 

→すきまの労力を 

 かき集める 

 システム 

定年制を 

もうける 

そかいした人が 
手伝い 
→外からの 
 手伝いか 

指導者が必要 
→行政からの 
 サポートで 
 普及員 

青年団が 
なくなっている 

→主な担い手が 
 なくなっている 

問題点 

若い人が 
地域との関わる 
今までの伝え方 
ではいけない 
若い人は納得… 

子どものうちから

の教育によって 

地域へ 

市民活動って 

その中の人だけ 
外の人は 
知らない 

現場の指導者が 

少ない 下準備をする 

人がいない 

スポーツ団体に 
行ってしまう 
→地域の活動に 
 加われない。 
 練習を休めない 

サラリーマンの 
ライフスタイル 
では、自治会に 
関わる時間が 
ない 

新加入がないと 

役員の固定化 

役員のなり手が 

いない 

シニアクラブ 
役員のなり手が 
ない 
はじめの一歩 
どうしたら良いか 

ＰＴＡ活動 

親世代の心が 

伝わらない 

ネットでの 
つながりを求める 

→人とのつながり 
 方が分からない 

地域との 
関わり方を 
知らない人が 
多い 

社会貢献の考えが 
しみこんでいない 
オーストラリア 
→元気な人が入る 
 老人施設 

自分勝手な 

人が多い 

固定化が問題 

→自分の人生 

担い手



第４回オープンスクエア（平成２１年１０月３１日） 

３班（6 人） ３４件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回覧物が多い 

＝自治会の課題＝ 

自治会に限らず 
子供会に入る 
家庭が減っている 
役員、スポーツ 

自治会 

ＰＲ不足 

行政から 

新入者に 

自治会の紹介 

マンションや 

独身者(一人住まい)

の自治会加入を 

自治会長の 

仕事が 

わからない 

加入促進 

加入の声かけ 
未加入者の 

自覚 

自治会の重要性 

特に災害時に重要 

老人会等、各種団 

体も必要 

自治会加入への 

努力 

自治会加入率 

のアップ 

若手が不在 自治会長の 

やり方・やる気に

よってちがう 

役員のなり手 

がない 

地域自治会の 

人材発掘 

役員のなり手 

不足 
役員の仕事が 

多すぎる 

若い人との 

交流を 

女性が不在 

回覧多過ぎ 

個人情報 
保護法の 
解釈（理解） 

を誤り 

高齢化 

マンネリ化 

悪事に対し 

早く手を打つ 

情報の 

適応処理 

自分勝手な 

人が多い 

自治会の 

会則がない 

お祭り、健民祭 
人のコミュニケー
ションをはかる 

事業を 

地域特色の 

イベント 

魅力ある 

行事を コミュニケー

ション不足 

自治会の範囲と 

行政の地区表示の 

差が生じている 

自治会、学区の差、

行政区 

②加入促進 

趣味（遊び） 

の多様化 

③人材不足 

⑤その他 ④コミュニケーション不足 

①ルールの明確化 



第４回オープンスクエア（平成２１年１０月３１日） 

４班（6 人）  ２５件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～加入しない原因～ 

・ マンション・アパ

ートの住民が自治

会に加入しない。 

・ 子ども会、老人会

なども会員数が減

少している。 

自治会に入る人が

少なくなってい

る。 

単身者の加入不足 

若者の加入 

（参加意識） 

アパートの方の加入 

加入者減 

・ 組長に順番が回

ってくると自治

会を抜ける人が

いる。 

・ 少子高齢化が自

治会活動に影を

おとしている。 

役員の不足 

（役員を嫌がる人

が多い） 

自分に役が回

ってくること

が嫌 

役員の方の固定化 

地域活動に参加す

る人が一部に固定

している。 

企画する側 

参加する側 

役職敬遠 

ゴミの不法投

棄（自治会未

加入者） 

ゴミの問題 
・ 不法 
・ ルール違反 

ゴミ 不法投棄に困ってい

る 

自治会に入ってないのにご

みは出す。 

自治会に入っ

ていない人も

ごみ捨て場に

捨てる。←ルー

ル守らない 

 

ゴミちらかし 

・あっちこっちに金属（ボ

ルト、クサリ）など小さな

ゴミをちらかしている男が

います。（磁力を流している

のでこれは片付けたほうが

よい。 

・植え込みの中に超音波（無

視の声）が置かれています。

・市の駐車場にもありまし

た. 

ゴミ問題 

レジャーが多様化

して、地域全体を参

加対象とするイベ

ントを企画するこ

とが難しくなった。

少子化によ

ってイベン

トが難しい 

・ イベントの企画
が難しい。 

・ イベントへの参
加者が少ない。 

健民祭 
・ 方法 
・ 意義 

地域の体育大会に参

加できる年齢層が少

なくなって参加がで

きなくなってきた。 

イベント 

お葬式も家でやら

なくなっているの

で、隣組の必要性

が？ 

社会の仕組みが変

わったことによ

り、人の意識の変

化 

地域のつながり 

・向こう三軒両隣 

・回覧板 

 

意識の変化 

地域の特色

臨機応変 

ハードルを

下げる全員

参加 

め ざ す

姿 

～個々の課題～ 



第４回オープンスクエア（平成 21 年 10 月 31 日） 

５班（６人）  29 件 

   課題 
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 目標・めざす姿 

 

 

V 

災害時 

宗教の問題 

自治会に入らないと 

何が問題か。 
① 自治会の方にとって 
② 加入しない本人にとって 

個人情報の把握 

自治会が魅力ある
ものになること。 

方法・手だて 

今の時代 
婦人部って必要？ 

自治会と 
  市民の場 
（場をつくる。）

適材適所 
（できる人がでる
ことをやる。） 

アパート、 
マンションの 
住民対応 

ゆりかごから 
    墓場まで 

組織 
 一新 

定年制の導入 

組織の効率化 
（仕事のスリム化）

課題 
デジタル媒体の普及 

市の協力 自治会の独立性 
（→広報） 

自治会の 
「事業仕分け」をや
っている。 

無報酬はどうか！？ 
（ボランティアって
…） 

加入した時のメリット 
（１デメリット）を明示
する。 

自治会費 

組織の透明性 

自治意識をどうす
くいあげるか。・ 

自治会の包容力 
（バリアフリー）

会費 組織 

指導者の育成 
人間づくり 
（全員） 

個々の人間関係が 

大切。 

広報 

コミュニティ税の
導入は？ 

上部～下部の 
意思疎通 
（意見交換の機会） 

自治会加入について 
色々な事情で加入出来ない

方をどのように誘ったらい
いか。 




